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危
険
校
舎
、
不
止
常
授
業
校
舎
等
数
多

く
の
未整
備
校
をか
か
え
て
い
る
が
、
 

三
十
大
、
一一
干L
年
の
両
年
度
で
禾
整

備
校
解
消
の
一
応の
め
ど
を
つ
け
よ
う

と
第
ニ
次
新
市
建
設
五
カ
年
計
画
に
も

爪
点
的
に
と
り
あ
げ
て
4
年
は
第
一
年

目
で
す
が
、中
学
校
と
併
置
の
う
え
に

校
否
の
老
刈
花
の
はな
は
だ
し
い
五
所

川
原
小
学
校
を
平
井
町の
新
校
地
に
移
 

原
 

所
  

五
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一

m
知
新
年
祝賀名
刺
交換会
を開
催
いた
しま
ず
」
「
市
民
の
皆さん
、霧数
。参
加
「さ
い
・
 
一
 

」
 

日
 
時
 
昭
和

三
十
七
年
月
巨
 

午
前
十
一
時
か
ら
 

叫
 

《
 

場
 
所
 
五

所
川
原
中
央
公
民
紺
 

【
 

画
 

会
 
費
 

一
一五
〇
円

（山
込
と
同
時
に
願
い
ま
す
）
 

「
 

』
 
申
 

込
 
十
二

月
二
十
八
日
正
午
ま
で
市
役
所
秘
書
企
画
課
ま
た
は
五所
川
原
市
商
工
会
議
 
画
 

回
 

所
で
受付
け
ま
す
o
 

"
 

計
 
画
  設

 

戸
一刊
 

百
百
 

一
一b
 

躯

a
 

た
が
、
現

ろ
の
道
路
は
市
制
施
行
以
来
年A
幅
員
 

在
ま
だ
数

の
拡
弧
と
改
良
に
努
力
し
て
き
ま
した
 

百
戸
の
住
 が
、
ま
ず
主
要
道
路
で
あ
る
国
道
青
森
 

の
増
加
に
と
も
な
い
住
宅
難
も
一
層
深
 
能代

線
も
前
年
ま
で
の
工
事
に
引
き
つ
 

づ
い
て
、
今
年
も
福
山
；裏
野
長
根
間
 

刻
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
 
 

が
舗
装
さ
れ
交
通
機
関
、産
業
生
産
物

ま
た
終
職
前
優の
大
火
に
よ
り
急
務
に
 
輪送
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ツ
プ
が約
東
さ
れ

せ
ま
ら
れ
建
設
レ
た
市
営
住
宅
（
更
生
 
ま
した
。

一
方
、市
道
に
お
い
て
も旭
 

つ
く
し
て
い
ま
す
．
 

周
辺
町
村
と
の
れ
ん
け
い
に
より
、
明

ま
た
、
昭
和
五
年
架
設
の
巻
時
、
県
内
卸
雌
ぎ

r
の
め
ど
が
つ
どく
な
衛
生

有
数
の
大
橋
と
して
名
物
の
ー
つ
に
数
問
題
解
消
に
み
と
お
しが
明
る
い
。
 

え
ら
れ
て
い
たが
、
そ
の
後
n
蓮
な
産
▲
西
北
五
の
医
療
（
ン
タ
1
と
し
て
の

業
経
済
の
増
長
と
交
通
量
の
激
増
によ
市
立
西
北
中
央
病
院
は
、
こ
の
春
敷
島

り
事
故
が
頻
発
さ
れ
て
い
た
北と
西
を
分
院
に
精
神
病
棟
（百
床
）
を
延
坪
数

結
ぶ
乾
柵
も
、
三
十
四
年
秋
か
ら
の
架
四

九
〇
坪
、
総
工
費
一
大
ョ
O
万
円
で

替
工
事
以
来
着
A
作
業
が
進
み
明
春
完
 
ブロ
ツ
ク
ー
陪
建
の病
棟
を
建
設
して
 

た
。
さ
ら
に
附
属
施
設
と
し
て
、年
度
 

畜
産
主
産
地
を
指
定
 

内
の
完
成
を目
標
に
着
々
工
事
が
進
め
 

ら
れ
て
い
る
ポ
イ
ラ
ー
窒
（
建
坪
二八
 

・

九
、
総
工
費
九
九
万
一千
円
）
の
建

肉
豚
関
係

は
県
下
で

ー
つ
  

設
と
、

患
者
輸
送
の
た
め
の自
動
車
を
 

一
二八
万
円
で
購
入
し
、
市
民
健
康
維

住
宅
及
び
公共
施
設
の
 
した
。
 

持
の
た
め
に
名
実
と
も
に
総
合
病
院
と

建
設
、
農
家
二
三
男
の
前
年
以
来
特
に畜
産
振
興
に
意
をそ
そ

し
て
の
整
備
に
つ
と
め
て
い
ま
す
o
 

独
立
分
居
等
に
吉
し

い
で
き
t

た
本
市
も
、
こ
の
た
び
の

（長

：
左
上
よ
り
五
小
、
松
小
、
醗

だ
い
に
農
家
の
経
営
規
主
産
地
形
成
半
業
の
超

に
よ
り
、ょ

住
宅
、
 

右
上

…
悪
、

右
下
…
敷

換
は
零
細
化
して
、
農
り
大
き
く
振
興
さ
れ
る
わけ
で
あ
り
ま

島
麓
給

食
棟
）
 

業
所
得
の
低
下
を招
き
す
。
 

！

、
，
 

農
業
経営
の
危
機
に
せ
今
年

か
ら
五カ
年に
わ
た
り
累
が
施
 
市

婦
人
会
・
市
 

ま
ら
れ
てき
て
い
ま
す
。
 

行
さ
れ
る
の
で
す
が
、将
来
の
市
の
重
 

与
ケ

足
ョ
・
ご
ま
月

し
か
も
当
市は
農
業
以
外
に
み
るべ
き
要
産
業
の
ー
つと
し
て
大
き
く
経
済
に
 
“ョ

5

！星
メ
‘

屍
，
 

産
業
も
な
く
、
今
後
に
お
い
て
も
期待
買
献
さ
れ
る
もの
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
 
市
婦
人
会
運
絡協
議
会
（
会
長
佐
藤
貞

田
来
る
望
み
も
少
な
い
の
で
、そ
の
打
 ▲
文
化
的な
生
活
水
準
を
高
め
る
に
は
さ
ん
）
で
は
今
年も
さ
る
二
日
、会
員

か
い
策
ど
して
大
き
く
と
り
あ
げ
てき
受
益
市
民
の
健
康
で
あ
る
こ
と
を
主
眼

十
余
名
が
市消
防
署
を
訪
間
、杉
野
署

た
の
が
畜
産
の
導
入
で
あり
ま
す
。
 
に
、
衛
生
思
想
の
驚
に

今
年
は
特
別
長
以
下
全
署
員
に
軍
手
、
モ
の
他
の贈

そ
こ
で
国
が
畜
勝
と

畜
産
に
よ
る農
襲
地
区
を
も

う
け
て
普
及
、
指
導
に
り
物
と
共
に
、
日
夜
五
R
E
民
の
た
め

家
所
得
の
増
大
、家
族
経
営
の自
立
化
 
つ
と
め
てき
た
と
こ
ろ
、そ
の
普
及
も
ご
苦
労
い
た
だ
き
愚
謝
に
た
え
ま
せ
ん

を
確
立
す
る
た
め
、
需
用
度
の
高
い
畜
は
な
ば
な
し
く
目
的
達
成
に
ち
か
づく

わ
た
く
し
た
ち
会
員
も
一
致
協
力
して

産
を
対
象
と
した
畜
産
主
産
地
を誓
こ
と
の
で
き

た
の
は
大
き
な
収
穫
で
あ
火
e
l
Rに
注
意
い
た
し
ま
す
か
らと
慰

し
て
、
集
団
的
な
家
畜
飼
養
地
域
を
助是
す
。
 

間
、
そ
の
後
火
災に
つ
い
て
いろ
い
ろ

成
す
る
施策
に
の
つ
と
り
、農
業
経
済
一
方
、
塵
芥
貫
に

頭
を
な
や
ま
し
て

懇
談
、
正
午
す
ぎ
冒

あ
げ
た
．
 

の
危
構

消
の
た
め
、畜
産
主
産
地
形
い
た
が
、七
月
に
は
中
型
自
動
車の
購
 

成
事
業
の
指
定
を
う
け
る
べ
く
申
請
し入
に
よ
り
、そ
の
鴛
に
万
全
を
期
し
 

◇
…
 
；
◇

て
お
り
ま
した
が
、
幸
に
本
県
で
は
五
 
て
き
ま
し
た
。
 

戸
町
と
本
市
の
ニ
カ
所
に
指
定
さ
れま
ま
た
、
し
尿
、
塵
芥
処
理
場
の
建
設
も
 
◇
…
 
・
：
◇
 

市の 人 口 
(10月末現在） 

総人口 	50'?60 
5J 	24'400 
女 	25、8o(I 

世帯数 	9'784 

の躍進を約戚した臓liン山 
準961年をふりかえる 

昭和三十大年度もあと少しで静かにすぎ去ろう

としています。ことしもはや時はたつてしまい
ました． だれでも一年の思い出があるように、 
当1:1にもやがてiIj史のーページに残る歴史があ
りました。 町村合併以来七年目を迎え、ようや
く軌i首にのつたとはいい、，諸施般の建設問題が
山敏みしていましたが、あらたに第二次新市建
設五カ年計画が設定され、出市の今修への指針、 
基礎的な建設計酒Iが確立いたしました。 ここに
過ぎし日をふりかえり、明日への建段の指槻に
したいと思います。 

五
小
を
移
転
近
代
新
築
 

一
”
 
総工
費
四
五
五
二
万
五
千
円
 

転
新
築
し
、
校
舎
、
屋
佐
延
而
積
一
三
 れ
ら
は
数
育
重
点
施
策
の
あ
らわ
れ
で

五
一
坪
、総
工
費
四
五
五
二
万
五
千
円
 
あり
ま
す
。
 

で
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
の
校
舎
が
十
月
に

ま
た
高
校
志
望
者
の
三
分
の
一
程度
よ

完
成
さ
れ
ま
し
た
。
小
規
模
学
校
解
消
り

入
学
出
来
な
い
当
市の
現
状
に
、
早

の
た
め
の
松
品
、
金
山
、
水
野
尾
の
三
 
くか
ら
二
、
三
男
対
策
の
一環
と
し
て

校
統
合
も学
区
民
の
積
極
的
な
熱
意
と

進
学
希
望
署
の
意
欲
需
揚
、

文
化
の

協
力
に
よ
り
、
市
内
米
田
地
区
の
新
校

向
上
等
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
考
察
し
て
、
 

地
に
総
建
坪
七
一
九
坪
、
総
1
費
一
三
一
そ
の設
足
を
誘
致
の
た
め
敷
地
を
姥
や

三
八
万
三
千
田
で
ま
新
し
い
校
舎
が
完

ち
地
区
に
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
五町
歩
）
 

成
し
、
当
市
に
と
つ
て
も
大
き
な
飛
躍
買

収
し
て
運
動
を
推
進
し
て
来
た
工
業

で
あ
る
と
と
もに
学
区
民
、児
童
の
喜
一
高校
の
設
置
が
、
先
ほ
ど
決
定
さ
れ
来

ひ
も
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
更
一
年
度
には
着
工
さ
れ
て
西
北
五
地
方
民

に
一
野
坪小
学
校
の屋
体
新
築
（
延
面

待
望
の
学
校
が
誕
生
をみ
る
こ
と
に
な

積
九
四
坪
）
飯
詰
小学
校
校
舎
増
築
（

り
ま
し
た
。
 

延
面
積
一
一
八
坪
）
毘
沙門
小
学
校
屋
数
多
く
の
難
関
を
つ
き
や
ぶ
る
べ
き
足

体
改
築
（延
而
積
一
一
一
坪）
巾
川
中
 
が
か
りと
し
て
の
今
年で
す
が
、漸
く

学
校
校
舎
増
築
（
延
面積
一
二
大坪
）
 
明る
い
き
ざ
し
が
み
え
て
き
た
と
い
い

藻
川
小
学
校
校
舎
増
築
（
延而
租
五
〇

る
で
し
よ
う
。
 

坪
）
等
来
春
二月
完
成
を
日
指
し
て
着
 

々
工
小
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
）、

 

一
臨
名
刺
交
換
会
の
申
込
受
付
ー

一
 

宅
不
足
数
が
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
人
ロ
 

湊 
，
」
 

毎
 路

一
道

一
 

街
）
も
、
老
朽
化
に
よ
り
撤
去
し
な
け
 

r
ニ
 
れ
ぱ

な
ら
な
く
な
り
ま
し
ヒ
。
 

ー
 

堆
区
に
二
百
月
の
公
畿
叱
士
老
を
建
《
《
し

市
制
施
行

て
市
民
の
住
疑

解
消
に
全
力
を
つく

後
と
み
に

し
て
い
ま
す
o
 

人
口
が
増
雷

地
に
現
在
建
設
中
の
百
戸
は
誓
ト

が
建
設
さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
が
て

加
し
、
そ

入
居
田
来
る
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
し
は
住
の
苦
労
も
な
く
な
る
こ
と
と
な
ろ

れ
に
つ
れ

ま
た
最
近
胃

に
も
、
続
A
と
ア
パ
ー
う

o
 

て
現
在
ま
 

住
宅
、
大
 

「
鉢
旭
町

・錦
町
駅
前
舗
装
 

吉
の
市
 
福
山
ー

狼
野
長
根
も
 

旭
町

・錦
町
駅
前
舗
装
 

福
山
ー

狼
野
長
根
も
 

難
」？
各
」
鱗
譲
錆
論
薦
鯵
築「
」
 

交
通
は
市
民
落

に

町
i
錦
町
線
の
舗
装
も
今
年
中
に
完
成
成
が
予
定
さ
れ
て
い
る
し
、
市
の
柵
梁
西
北
五
地
方
に
お
け
る
精
神病
患
者
の

と
つ
て
、
も
つ
と
も

さ
れ
る
し
、近
年
泥
川
原
と
う
たわ
れ
に
お
s
P
も
永
久
橋
へ
の
架
将
も
進
み
治
療
に
つ
く
し
て
き
た
。
 

市
民
の
住
 

m
、
里
一

重
要
性
を
も
つ
て
い

た
駅
前
も
舗装
さ
八
旧
村
落
の
道
路
 

翫
勲
 
昇

〈
一
縁
」一
「
瑠
民
生
」
雪
濯
渉
澄
湾
港
持
 

重
要
性
を
も
つ
て
い

た
駅
前
も
舗装
さ
八
旧
村
落
の
道
路
名
実
共
に
産
業
経済
の
鼎

と
し
て
完
ひ
き
つ
づ
い
て
、
こ
と
し
九
月
に
は
敷

る
が
、
モ
の
市
民
生

も
雪

の
拡
張
、
改
良
す
る
な
ど
し
て
備
さ
れ
つ
つ
あり
ま
す
。
 

島
食

の
饗

棟
が
郵
七
三
坪
、
総

活
の
足
で
あ
る
と
U
 着
々
そ
の
汚名
の
ば
ん
か
い
に全
力
を
 
工
費
西

「
万
五
千
円
で
先
成
しま
し
 

産業その他 



瞬
騒
壌
麟
」
職緩
慧
騰
磯
灘
 

毅
難
難
線
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市
と
同
じ
よ
う
な
屍
模
の
と
こ
ろ
で
こ

こ
は
ワ
イ
ヤ
ー
、
ロ
ー
プ
を
全
国
の
七

割
を
生
産
し
て
い
る
ほ
か
に
組
維
製
品

な
ど
の
工
場
が
あ
り
、
市
の
予
算
は
大

半
工
柵
の
所
得
税
で
あ
り
、国
か
ら
交

付
税
は
全
然
も
ら
つ
て
い
な
い
と
いう

と
こ
ろ
は
当
市と
対
象
的
な
と
こ
ろ
で

す
。
 

こ
を

は
事
務
改
善
中
心
に
視
察
した
 

中野委員長 

12月28日が納期限です 

今 月 の 納期 

国民億康保険貌…・4 期 

市 民 税 	’4 期 

万
五
千
羽
、豚
五
十
頭
、
そ
h
に
犬
も
な
ど
で
大
事
に
至
ら
な
か
つ
た
原
因
で
新
宮
町
u
1
5日
、
錦
町
1
4巧蝕
2
5日
、
 ☆
年
未
、年
始
の
診
擬
時
間

い
ま
し
た
。
犬
も
や
は
り
商
業
用
に
飼
も

あ
り
、
そ
の
協
力
に
市
消
防
本
部
で
 
幾
島
町2
6日
、
柏
原
町
1
62
6日
、
上
平
一
一
十八
日
 
（木
）
 
午前
中

育
し
て
い
る
わ
げ
で
ず
。広
大
な
面せ
は
恕
謝
し
て
い
る
。
 

井
町
1
72
7日
、
中
平
井
町
1
82
8日
、
下
一
干
九
日
 
（
金
）
 
全
 
休

き
で
チ
ー
ズ
も
作
つ
て
い
る
の
で
す
が
火
災
発
ル
砕
数
と
損
害
額
を
日創
に
み
平
井
町
m加
日
、
十
川
町
1
9日
、
敷
島
 
三
十
日
 
（
土
）
 
午前
中

山
林
か
ら
生
産
さ
れ
る
木
材
な
ど
で
今
る
と
一
月
大
件
（
四九
二
」内
）
一
百
町

1
0n2
02
13
08
1日
、
旭
町
（
」
一
得2
22
3」
干
一
日
 
（
日）
 

望
十
雰

の
霧
経
営
州
取
益
ゼ
ロ
 
四件
一
百
万
円
）
三
月
四
件
（
二
大
一
日
、
大
町
1
4舛
日
、
寺
町
1
52
5日
、
岩
一
旦

日
 
（
月
）
 全全 

‘木 1木 

で
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
こ
と
で
寸
か
、
・
千円
）
四
月
十
件
（
一
一
五
一
】エ由
］
）
 
木
町1
62
5日
、
川
端
町
2
62
7日
、
本
町

そ
の
多
角
経
営
ぷり
に
は
た
だ
び
つ
く
一
五月
大
件
（五
〇
四千
円
）
大
月
七
件

1
61
72
8日
、
布
屋
町
1
8日
、
東
町
2
93
0
 

り
レ
て
ま
い
り
ま
した
。
 

一
（
一
四
一一
七
千m
]）七
月
一
一件
（
一
一
干
日
、弥
生
町
1
93
1日
、
鎌
谷
町
1
93
1日

結
論
と
し
て
い
え
ば
政
治
力の
貧
困
と
円
）
八
月
七
件
（
ニ
一
九
千
m
]）
九
月
新
町
1
0日
、
柳
町
1
12
0日
、
元
町
1
2月
 

ニ
日
 
（
火）
 
午
前中
 

」
百
 
（水
）
 
全
 
休
 

四
日
か
ら
は
平
常
ど
おり
診
療
し
ま
す
 

‘ユ
三
，」
三
ゴ・！
『
三
『

…
三
ラ三
」
一
 
三
ニ
テ・
●
三
？
三
●
！I・
『
 
．
 

・電
昌
三一E
三
】三
三
？ご
…
ーア
ミ
三
，三
ミ
，●
三
胃
，
・
・
昌
！
“
】
「・・
」
！‘
●
、、
、
 

市
議
会
の
経
済
、艮
生
、
翼
散
、
総
務
の
各
常任
委
員
会
は
こ
と
し
も
さ
る
ヒ
月
か
ら
要
員
会

に
わ
か
れ
て
先
進
地
の
研
修
翼
を

お
こ
な
つ
た
。
 

ま
ず
七
月
に
は
奮
常
任
委
員
会
が
北海
道
に
農
業
動態
、
一
般
市
政
響
等
を
、
八
月
に
は
民
生
常
任
委
員
会
が
北海
道
に
し尿
処
理
、
福
祉
施

設
A農
、
十
月
に
は
建
設
常
任委
員
会
が
四
国
、九
州
地
方
の
土
木
事
業
、建
築
、
上
下
水
道
、
し
尿
処
理
、
総
務
常
任
委
員
会
は
関
西
地
力
に
事

務
改
善
と
モ
れ
ぞ
れ
主
眼
点
をも
つ
た
視
繁

お
こ
な
つ
た
が
、こ
こ
に
各
委
員
長
の鍋
結

愚
告

を
紹
介
し
よ
う
。
 

君
壬
喬員
台
ま
月
雪
也
り
こ
軒
 
本
 

委
 
下
大

略
を
ご
報
芝
寸
見
ド
よ
J
三
う
ま
ト
、当
5
つ
芝
浦
と
場
は
総
工
費
億
円
で
建
設
し
 

警
，
ー

Iプ
に．
 

汝
観

告
馴あ
徴
縄
欝
齢
鷲
響
慧
影
和
割
新
で
刻
彰
山
 ル
T
"
W
ス
シ
タ
《
、
一
 
k
コ
「
全
致
 

）
薫難
鴛
難

薫
譲
難
難
難
f
蓄
藍
』
麗
野
要望
 

」
終
務鷲
五
割高
の様湧
 
鷺
」

」
籍
鐘
鐸
蕪
』
』
「
髭
慧
舞
鍵
蝕
鷲
鐘
鐘
競
』
難器
難
詰
熱
」
網
」
畿
§

2
2
2
3日
、静
 

与
フ
オ
女
ニ
う
、
二
り
・こ
寸
t
・
工
こ
次
研
修
視
察
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す第

う
ら
や
ま
し
い
か
ぎ
り
で
す
・
 
集

で
す
。
 

に
よ
る
と
四
十
七
件
（
損害
額
五
百一
』一
七
彫
】
和
瞬
七
件
「般
電
か
三
気
一
 

と
の
こ
と
、敬
服
に
値
い
す
る
も
の
あ
 

ノ
し
 

む
 
け

ま
し
た
。
以
 

体

蹟
 
「
」
」
」輪
 

諾

F
 

醗
剖
響
 

・

又

一
二
 
常
任
委員
一行
 

の

浸
 
議
」蒜
 1

Lて
て
え
 
こ
こて
事ー
‘貝
ー
夫
こ

と
は
完
全
な
庁
舎で
あ
る
こ
と
が
事
務

改
善
の
必
須
条
件
で
あ
るこ
と
で
あ
り

ま
す
。
 

ま
す
ど
こ
に
で
も
見
ら
n
る
相
談
窒
な

ど
は
立
派
な
も
の
で
‘
・窓
口
も
一
体
化

の
た
め
分

ー
ド
式
も
注
目
さ
れ
ま
し
 

た
。
ー
 

北
泊
道
に
し尿
処
理
、
祖
祉
施
 

』
‘”
 
員
 
‘
」
」
に1
l
 L
貝
塚
市
も
日
野
市
も
当
市
とく
ら
べ
て
 
く月
し
F
才
目
し
大
  
1

．
 ー
 ー

ー
一
 

J
ー
 
ノ
 
ー
．

一

ー
て
ー
え
己
ニ
1
フ
P
a争
も
を
をけ

て
い
る
そ
う
で
す
、
人
ロ
を
か
か
え
た

都
市
問
辺
に
あ
る
農
家
の
強
み
で
あ
る

こ
と
は
否
めな
い
こ
と
で
あ
る
が
、
当

地
万
で
も
換金
を
考
え
る
農
業
が
大
切

に
な
つ
てき
た
し
、
冬
季
で
も
土
地を

利
用
し
て収
益
を
あげ
る
と
い
う
指導

も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
つ
く
づ

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
 

芝
浦
と
場
は
総
工
費
億
円
で
建
設
し
 し

青
に
そ
r
き
て
て
す
カ
郵
A
に
進
ん
（
ノて
い
て
く
れ
る
な
ら
追
い
つ
け
る
の
 て
彼
ら
の
通
力
以
上
の
速
力
を
も
つ
て

で
い
る
過
程
は
、
も
う
あ
ち
ら
で
は
十
だ
が
、
我
A
の
追
い
つ
こ
う
と
す
る
速

進
ま
な
け
れ
ば
た
め
だ
と
い
う
こ
と
を

年
か
二
十
年
前
に
や
つ
て
い
る
と
いう
力

以
上
に
前
進
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
感
じ
ま
し
た
。
 

こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を
必
死
に
な
つ
て
を
十
分
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 
以
」訴
修
視
察
の
概
略
を
か
い
つ
ま
ん

追
い
か
け
て
い
る
。し
か
し
彼
ら
が
止

政
治
力
を
結
集
レ
て
で
も
な
ん
と
か
し
 で
ご
報
告
い
た
しま
す
。
 

F

市
消
防
署
1
1
月
末
日
白

書
」
 

件
数
多
く
損
害
軽
微
 

北
海
道
の
農
業
実
態
 

経
済
常
任
委員
長
福
士
孝
一
 

一鶏
「
鰐
』
疑
『
競競
駄
鍵
鋒
」
鶴
灘難
麟

難

繰
琴
誉
製
罷
熊
媛
輪
器
競
襲
鞭
綴
巽
誰
 

一1
 

！
 

に
北
海
道
の
市
の
中
心部
は
都
市
計
圃
て
も
号

け
ら
れ
る
よ
ー
つ
で
す
・
 
七
．五
〇
o
万
、
百
の
消
化
量
大
〇
 

行
は
農
業
を
主
と
し
た
東
北
、と
く
に
し

た
・
 

鉱
、
冨
士
鉄
、
黒
煙
り
を
あ
げ
い
や
が
場
所
に
て
鴛
し

て
い
ま
す
。
 

原
木
県

と
密
接
な
累
あ
る
、

し
か
も
寒
 
月
寒
の
贋
、

道
畜
農
驚
等

に

上
に
も
威
圧
す
る
如
く
平
和
棄

の
動
結
論
と
し
て
魯
変

通
網
の
講
に

い
 

冷
地
帯
で
あ
る
北
混
道
の
農
業動
態
な
ま
い
も
つ
て
電
話
連
絡
い
た
しま
し
た
脈
た
る
を
誇
る
に
余
り
あ
る
市
政
に
お
た
つ
て
は
驚
嘆
す
る
の
み
、
こ
れ
も
産
 

ー
ら
び
に

一
般市
政
運
営等
に
つ
い
で
研
が
康
雨
の
た
め
鉄
道
の
繋
で

中
止
し
い
て
も
市
長
に
お
い
て
も
四
年
連
統
市
業
の
震
に

登
専
る

こ
と
需
感
し
 

“
 
修
に
で
か
け
ま
し
た
。
 
‘
 

た
こ
と
は
ま
こ
と
に
遣
憾
に
た
え
ま
せ
敗
に
参
画
、
と
く
に
消
防
施
設
に
は
特
解
決
策
は
い
ず
れ
に
し
て
も
強
力
な
政
 

大
略
を
ご
報告
申
し
占
ま
す
。
 

ん
。
 

段
の
力
の
入
れ
か
た
に
て
ー
た
突
災

治
カ
に
よ
る
ほか
は
な
い
島
刊断
さ
れ

斤
・
 
コ
ー
スは
四
泊
五
日
の
予
定に
て
札
幌
白
老
…
一
滅
び行
く
民
族
」
等
と
いわ

災
1
5の場
合
は
み
づ
か
ら
サ
シ
コ
を
着

ま
す
。
 

ー
 月
寒
、
苫
小
牧
、白
考
室
蘭

の
キ
走
 
れ
る
アイ
ヌ
の
部
落
へ
参
りま
し
た
が
 
て現
地
に
あ
らわ
れ
る
と
い
う
熱
心
さ
 

を
一
一時
間
に
わ
た
り
工
場
内
説
明
見学

人
と
同
じ
く
益
A
発
展
し
て
い
く
と
の
 

ど
こ
も
新
し
く
開
発
し
て
い
た
市
だけ
ア
イ
ヌ
族
の
言う
と
お
り
ど
こ
に
行
つ
し
尿
鴛
に
つ

い
て
は
西
原
式
加
温
式
 

]
n
 

ー
 

ー
；
」
‘
・
・
！
 
・
 
！‘
、
、
 
一
」
 
【
・
ー
・F
こ
 
l
・
ー
；
 
ー
ー
‘
 
つ
5
麦
●
ま
隼
苦
こ
奮
縄

ン
こ
ナー
吏
、
 

さ
る
七
月
一
干
三
日
経
幕
（
婆
同
一
が
整

然
た
る
と
こ
ろ
に
胆
心
い
た
し
ま

室
聞
：
舟
殊
な地
の
理
書
つ

港
、
日
「
石
装
置
吐
非
常
に
密集
し
た
せ
ま
い
 

市
民
に

一
段
の
協
力
要
望
 

】
の
貝
塚
市
は
人
口
、
予
算
と
も
に
当
 農

民
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
こ
そ
極
端

な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
貝
塚名
産
の
ふ
き
で
す
が
一
反
歩

十
八
万
円
の粗
収
入
が
あり
三
万
円
ほ

ど
の
ピ
ニー
ル
代
を差
引
い
て
も
十
万

円
の
利
益
が
あ
る
そ
う
で
、
こ
ち
ら
の

五
倍
ほ
ど
の差
が
あ
りま
す
。
次
に
日

野
市
で
す
か
日
野
デ
イ
ゼ
ル
、
さ
く
ら

フ
イ
ル
ム
、日
立
で
ん
き
な
ど
有
名
な

工
場
が
あ
る
の
で
、こ
こ
も
交
付
税
な

ど
な
く
、
一
万
戸
ぐら
い
の
住
宅
団
地

が
ニ
カ
所
あり
濠
華
な
も
の
で
す
。
 

石
の
入
っ
て
い
な
い
山
を
切
り
く
ず
し

て
住
宅
尽
《
団で
や
つ
て
いる
の
だ
そ
う

で
す
．
地
価
も
高
く
一
反
歩一
千
万円

単
位
に
な
つて
お
り
、畑
一
反
歩
から
 わ

れ
わ
れ
が行
つ
た
と
き
豚
の
両足
を

五
十
円
で
売
つ
てい
た
が
と
ぷ
よ
う
に

売
れ
、
モ
れ
こ
そ
す
てる
も
の
が
な
い

と
い
つ
て
お
り
ま
した
。
 

帰
途
小
岩
井
農
場
を
見
てき
た
が
、
牛

五
百
頭
、
七
面
鳥
二
千
五百
羽
、
鶏
一
一
 』騒

駐
裟
鐘
琴
器
躍
七
件
一
般
電話
三
件
と
 

件
数
が
多
＜
，
逆
に
損
害
額
が
少
な
く
 

‘
事
1
昌？、
・
、g
l
三
ミ
・
・
 

競
難

火災
が
な
く
ポ
ヤ
が多

1
2
月
塵
芥
処
理

市
立
』
「

釦
』
で
は
年
か
始
の
 

」
黙
』離
鷲

競
柳
 

1
0
日
か
らの
日
程
縄
」）？鎌
琴
い
ま
す
 

年
末
年
始
診
 

療
 

日
 
程
 

市
立
西
北中
央
病
院
で
は
年末
年
始
の
 

福士委員長 

福
祉
行
政
に
『
認
を
広く
求
め
よ
う
と

わ
れ
わ
れ
民
生
常
任
委
員
の
一
行
は
、
 

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
八
月
十
大
日
五

所
川
原
駅
出
発
、
翌
十
七
日正
午
第
一

の
目
的
地
札
幌
に
研
修
の
一
歩
を
印
し
 

'
,
'
！
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コ
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三
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山谷畠1」委員長 

で
導
。
。
 

一
図
をく
り
拡
げ
た
感
じ
で
あ
る
。
 

ア
カ
シ
ヤ
の
緑
し
た
た
る
並
木
路
の
彼
市

内
に
は
北
光処
理
場
（
し尿
五
百
石
 

方
に
厳
然
と
ぞ
び
え
て
見
え
る
豪
壮
な

処
理
）
、雁
来
処
理
場
（
一
千
石
処
理
 

さ
れ
土
木
お
よ
び
都計
の
面
で
は
下
水
 
こ
れ
ら
貴
重
な
研
修
資
料
を
市
政
に
反

道
の
整
備
が
な
され
、
公
園
等
に
至
つ
映
せ
し
む
る
に
は
財
源
と
い
う
壁
に
つ

て
は
児
童
公
園
一
干
九
を
は
じ
め
大
公
き

あ
た
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
いも
の

園
が
四
カ
所
あ
る
．教
育
文
化
は
実
に
 
で
ある
。
 

適
正
に
配
置
さ
れ
大
学
を
筆
頭
に
大
十
以
上
農
村
都
市
の
中
核
をな
す
当
市
に
 

に
て
も
つ
と
も
最
短
き
よ
り
に
して
最

五
も
質
あ
ら
し

め
る
べ
く
計
画致
し
ま

し
た
が
出
発
時
か
らの
雨
が道
内
に
も

降
り
統
き
各鉄
道
路
線
の
不通
個
所
が

続
山
し
予定
の
計
画
を
変
更
せ
ぎろ
を

得
ず
所
期
の
目的
を
舞
蔵
で
き
な
か
つ

日
 
た
こ
と
は
遺
憾
に
た
えま
せ
ん
。
 

1
5
 札幌
・
・
ま
す
東
北
、
北
騒
の

泰
斗
た

月
る
北
大
農
場
、
植
物
園
な
らび
に
雪
印
 

1
2
 乳業
、
札
幌
ビ
ー
ル
工
場
を視
察
o
 

中

ま
す
胃
に
一

歩
踏
み
入
れ
ば
大
平
野
 一麟

 

蜘
彩
「
警
影
町
麗
劃
剖
 麟一

一
 

主
産
地
指
定
とな
り
政
府
資
金
の
援
助
 

融
資
「
曲
女
と
こ
れ
から
進
め
て行
．く
 

」
．一
 
上
に
白
給
飼
料
を
主と
し
た
経
営
こ
そ
 

》
．

目
的
衛
蔵
の絶
対
必
要
条
件と
断
言
い

ノ
醐
」
た
しま
す
。
 

羅
一
山
い響

場
で
の
ホ
ツプ
は寒
冷
静
 

一
油
 で
よ
く
で
き
る
と
のこ
と
。
本
県
あ
た

一
鵬

り
で
も
で
き
る
も
のと
存
じま
す
。
山
 

ー
 
形
あ
た
り
で
も
で
き
ます
か
ら
。
 

苫
小
牧
…
国
内
製
紙
の
」
画
を
製
造
す
 
 

）
の
ニ
カ
所
で
あ
る
が
す
ぐ
隣
接
地
続

き
の
北
光
処
理
場
（
」
覇
式
）
を
見
学

し
た
。
毎
日
十
万
人
分
を
消化
処
理
し

敷
地
七
O
九
七
坪
、
総
工
費
一
億
一
千

四
百
万
円
で
昭
和
三
十
年
九
月
竣
工
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
皿一
 と
し
て
も
こ

の
く
ら
い
の
規
模
が
ほ
し
い
も
の
だ
と

痛
感
し
た
．
 

慶
芥
処
理
は
「
百
お
きに
市
内
の
清
掃
 
 

翌
十
八
日
は
第
二
の
目
的
地
滝
川
の
市

役
所
を
た
ず
ね
る
。
 

石
月
川
と
空
知
川の
合
流
点
に
位
 

し
、
人
口
三
万
五千
、
前
面
は
空
知
の

大
水
田
地
帯
、背
後
は
大
石
狩
川
の
炭

田
の
中
に
新
し
い
い
ぶ
き
を
思
わ
せ
る

静
か
な
街
、・
市
民
唯
一
の
憩
い
の
場
所

で
あ
る大
公
園
（
四
万
坪）
が
施
設
さ

れ
、
水
泳
プ
ー
ル
が
樹
々
と
水
を
粛
え

て
い
た
。
な
お
市
営
野
球
場
が
五
千
坪

位
あ
つ
て
う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
あ
つ

た
。
市
役
所
の
建
物
は
明
治
時
代
の
に

お
い
が
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
な
らば

当
市
の
庁
合
に
は
及ば
な
い
ぞ
心
ひ
モ

か
に
ほ
く
そ
笑
んで
い
た
ら
、す
ぐ
隣

り
に
近
代
建
築
の
先
端
を
い
く
鉄
筋
三

階
建
の
建
築
物
が
工
事
の最
中
で
あ
つ

た
の
で
不
審
に
思
つ
て
う
け
た
ま
わ
る

と
こ
れ
が本
庁
舎
の
工
事
で
一
億三
千

万
円
の
予
算
だ
と
の
こ
と
な
の
で
唖
然

と
レ
た
。
モ
れ
も
モ
の
は
す
、な
ん
だ

か
き
え
た
こ
と
の
あ
る
散
宇
だ
と
思
つ

た
ら
な
ん
と
わ
が
五
所
川
原
市
が
市
民
 
 

の
負
担
する
ー
カ
年分
の
税
に
相
坐
す

る
か
ら
で
あ
る
。
 

期
待
し
た
し
尿
処
理
場
は
計画
中
で
あ

り
ガ
ス
の
施
設
に関
し
参
考
の
た
め
御

地
に
出
向
す
る
予定
だ
と
の
こ
と
で
あ
 

る
。
環
境
衛
」」
床
行き
届
い
て
いた
。
 

十
九
日
阜
朝
北
混
の
黒
潮
狂
る
網
走
に

向
つ
た
。
こ
こ
網
走
は
国
定
公
園
の
観
 

」
一
 と
し
て
活
気
を
呈
し
て
い
た
が
な

ん
と
な
く
悪
しゆ
う
が
た
だ
よ
う
てい

る
の
で
そ
の
根
源
を
た
だ
す
と
漁
港
な

る
が
故
に
魚
肥
を
製
造
し
て
い
る
工
場

地
帯
が
あ
る
の
で
い
た
し
方
が
な
い
町

の
財
源
の
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
る

と
の
こ
と
、た
が
観
光
客
は
年
間
三
十

万
は
く
だ
ら
な
い
だ
ろ
う
と
説
明
さ
れ

当
市
に
於
ても
観
光
の
点
に
も
つ
と
力

を
モ
そ
が
ね
ば
い
け
な
い
と
う
な
づ
か

れ
た
．
 

ク
裁
か
れ
て
再
で
帰
え
ら
ね
同
胞
よ
 

黒
潮
た
け
る
網
走
の
獄
ク

、
 

網
走
の
牢
獄
を
左
に
み
な
が
ら
わ
れ
わ
 

れ
一
行
は
午
後
二
時
事過
ぎ
る
頃
は
オ
 ホ

ー
ツ
ク
海
に
モ
う
て東
に
斜
里
臓
を

な
が
め
北
見平
野
を
ひ
た
走
つ
て
い
た
 

。
や
が
て
午
後
七
時
高
原
の
温
泉
川
湯

に
旅
装
を解
き
、
い
で
ゆ
の
浴
槽
に
旅

の
つ
か
れ
を
流
し
た
。
 

A山
を
お
う
た
霧
も
拭
う
如
き
に
晴
れ

あ
が
つ
た
二
十
日
朝
、名
に
し
負
ふ
阿

寒
国
立
公
闘
の
摩
周
、
阿
寒
を
左
右
に

賞
讃
し
な
か
ら問
題
の
歯
舞
、
色
丹
へ

の
足
場
と
し
て
有
名
な
根
堅
に
到
着
、
 

時
刻
は
午
後
十
時
であ
た
。
 

翌
朝
根
）宙
身
の
高
満
議
員
の
説
明
も

と
く
に
く
わ
わ
り
、
市
内
く
ま
な
く
研

修
を
続
け
た
。
道
路
は
舗
装
さ
れ
漁
港

と
し
て
活
気
が
溢
れ
て
い
た
。
 

市
内
の
済
掃
ば
行届
い
て
い
て
業
者
が

請
負
で
お
こ
な
つ
て
い
る
。
 

し
尿
処
理
も馴
芥
処
理
場
も計
画
中
，
 

市
立
保
育
所
が
数
力
所
に
見
受
け
られ

愈
A
最
後
の
研
価
地
釧
路
、
情
熱
薄
命

の
歌
人
、
石
川
啄
木
は
生
涯
の
青
年時

代
を
こ
こ釧
路
に
残
し
、
忘
れ
ら
れ
な

い
多
葛
な
想
い
出
を
秘
め
て
 

、
 

ク
し
ら
じ
ら
と
氷
か
が
や
き
千
鳥な
く

釧
路
の
海
の
冬
の
月
か
な
ク
 

の
歌
碑
は
A自
的
に
し
ら
れ
て
い
る
霧

笛
の
港
釧
路
、
モ
し
て
挽
歌
で
有
名
な

タ
映
の
オ
ば
ら
しい
釧
路
で
あ
る
。
 

釧
路
は
有
畜
農
業
と
水
産
、
王
果
、地

下
資
源
を
得
、
一
般
、
特
別
会
計
合
せ

三
十
七
億
大
千
円
、
人
口
十
五
万
、
世

帯
数
」
万
四
千
、
し
尿
処
理
は
三
機
式

五
O
O
石
処
理
、
敷
地
五
千
坪
を
要
し

一
億
四
千
万
円
の
工
事
費
で
あ
る
。
福

祉
関
係
で
は
精
簿
児
を
保
護
す
る
「
こ

ど
も
学
園
」
身
陣
者
福
祉
会
舘
が
三十

五
年
に
建
設
さ
れ
、
身
障
者
に
と
つ
「‘
．
 

何
よ
り
の大
き
な
さ
さ
え
と
な
つ
て
い

る
。
 

家
具
、
木
工
、
義
肢
の
製
作が
主
で
あ

つ
た
。
労
働
関
係
で
は
日
雇
労
務
者登

録
数
五
O
O名
に
の
ぽ
り
、
整
地
作
業

新
道
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
 

ま
た
季
節
保胃
所
が
設
置
さ
れ
農
繁
期

盛
漁
期
共
に
大
月
か
ら
十月
ま
で
開
所
 
 

四
の
学
校
が
あ
り
数
育
文
化
は
こ
れ
ま

た
す
ぱ
ら
し
い
勢
い
で
あ
つ
た
。
 

豊
冨
な
研
修
資
料
に
名
残
り
お
し
み
な

が
ら石
？
映
しの
び
よ
る
」」
‘後
四
時
い
く
 

開
発
の
底力
が
沿
線
に
の
ぞ
か
れ
て
い

た
の
で
ある
。
 

何
は
と
も
あ
れ
良
識
あ
る
為
政
者
の
手

腕
の
ほ
どが
う
か
が
わ
れ
た
の
も
しい

限
り
で
あ
つ
た
。
 

お
い
て
も
畜
産
農
業
振
興に
重
点
を
お

き
土
地
生
馨
品
を
消
化
す
る
大
4業
を

勝
致
し
工
業
も
と
も
に
取
り
入
れ
市
民

の
所
得
向
上
以
外
に
な
にも
の
も
な
い
 

し
尿
処
理
場
と
福
祉
施
設
 

民
生
常
任
副
委
員
長
 
山
 
谷
 
満
 
広
 

建
物
、
そ
れ
ば
い
ま
われ
わ
れ
が
訪ね

一
 
母
所
な
の
で
あ
る
。
 

事
務
局
の
扉
を
た
た
い
て
市
政
を
た
す

ね
る
と
人
口
五
十
万
（七
十
万
は
あ
る
 

』
、
公
宮
住
宅
は
篇
、

特
殊
（
李

身
障
者
）
住
宅
に
わけ
ら
れ
、
入
居
申

込
人
員
は
七
倍
以
上
あ
り
何
処
も
同
じ

住
宅
難
の
冷
い
風
が
ふ
い
て
い
た
・

住
宅
に
は
毎
戸
に
物
置
が
附
帯
して
あ
 

た
の
で
あ
る
。
 

る
」」の
説
明
で
あ
つ
た
。
 

に
あ
た
つ
て
お
り
、
一
日
の
トン
数
百

行
程
は
札
幌
を初
め
、
滝
川
、
網
走
、
 事
務
局
の
案内
で
プ
ーフ
タ
ナ
ス
の
繁み
ト

ン
、、処
理
甥
は
ニ
カ
所
、
こ
れ
に
要

釧
路
お
よ
び
根
室
か
ら
一
路
帰途
に
つ
 に
添
う
街
並
を
郊外
に
出
た
。
 

す
る
運
撒
車
は
ダ
ン
ブ
カ
ー
二
台
、
普

く
七
泊
八
日
の
日
程
で
、
そ
の
目
的
と

広
い
団
地
に
大
千
戸
の
住
宅
が
整
然
と

通
車
三
O
台
で
市
が
直
接
こ
れ
に
当
つ
 

す
る
所
は
し
尿
処
理
、
福
祉
施
設
今
農

な
ら
ん
で
さ
な
が
ら
お
と
ぎ
の
国
の
絵
t
い
た
。
 

、
・
マ
 

た
び
か
後
振
り
返
り
つ
つ
釧
路
の
誉
も

の
と
信
す
る
次
第
で
曽
．
 

あ
と
に
し
た
‘
 

？
数
A
の
研
修
つ
み
し
糞

え
て
 

北
海
道
を
総
じ
て
批
判
す
る
な
ら
ば
展
 
あ
し
た
の
施
政
に
臨
む
た
の
しさ
ク
 

業
は
も
ち
ろ
ん
良
好
で
とく
に
ブ
ドー

 

月
 
月
 

r
 

園
、
ビ
ー
ト
畑
等
は
ど
う
目
す
る
ば
か
 

期
 

4
 
4
 
で

り
、
道
路
開
発
は
至る
と
こ
ろ
に見
受
 

J
J‘
 

・
 
・
 

艮

け
ら
れ
「
可
れ
も
巾
寅
は
広く
、
農
村
 
状
」
】
 

・
 
断

臨
帯
は
毎
戸
赤い
タ
日
に
染
つ
た
サ
イ
 
，

！
 

貌
 
税
 
納

ロ
が
た
ち
な
らん
で
い
て
、ま
だ
ま
だ
 
の
 
険
 
が
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広
 

市
 

原
 

川 所
 

五
 

し
ど
し
ご
利
川
く
だ
さ
る
よ
うお
待
ち
い
た
し』
背
ま
す
。
 

ー
市
保
険

課
市
民
に
大
奉
仕
 
一
 

無
料
健
康
機
談
室
開
設
 

日
平
均
十
・
れ
名の
利
用
者
 

市
保
険
課
で
は
岡
風
健
康
保
険
事
業の
一
環と
し
て
、
さ
る
十
二
月
一
日
書
市

立
西
北
中
央
病
院
内
に
無
料
健

康
相
談
零
手開
設
い
た
し
ま
し
た
．
こ
の
相
談
室
は
、ふ
だ
ん
ど
こ
と
い
つ
て悪
い
と
こ
ろ
が
な
く
て
も
、身
体
 

,
 
 

の
訓
子
が
お
か
し
い
と
か
、前
に
病
気
を
して
そ
の
優
べ
つに
異
常
が
な
い
け
れ
ど
心配
な
か
た
な
ど
、
ご
く
気

軽
に
市
民
の
み
な
さ
ま
の健
康
状
熊
の
相
談
相
手
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う聞
設
さ
れ
た
も
の
です
。
専
任

担
当
医
に
弘
前
大
学
松
永
内
科
の
丸屋
文
明
先
生
を呪
託
し
、ほ
か
に
市
の
保
健
婦
一
人
が
月
曜
日
か
ら
金
皿
日

ま
で
い
て
、い
ろ
い
ろ
み
な
き
ま
万
の
相
談
相
手
と
な
る
わけ
で
す
。市
お
よ
び
西
北中
央
病
院
で
は
こ
の
相
談

室
を
将
来
は
、
い
ろ
い
ろ
な
櫛
械
予備
え
つ
け
て
、
成
人
セ
ン
タ

ー
に
し
よ
ろ
と
考
え
て
い
ま
ず
。開
設
以
来
、
 

連
日
十
五
、
大
名
の
相
談
に
訪
れ
る
方
が
お
見
え
に
な
つて
い
ま
す
。
相
談
な
さ
れ
る
万
々
は
血
圧聞
係
、
成
人
病
が
と
くに
多
い
よ
う
で
す
。
ど
 

一
 

丸屋 医師 

無料健康診断風景 真
 

写
 

J
 

募
が
あ
り
ま
し
た
・
 

み
て
、
病
原
体
は
不
潔
な
井
戸
水
、
沢

な
お
各
家
庭
で
ク
レ
ゾ
ー
ル
消
毒
を
希
一
円
、
一
中
学
生
…
二
〇
〇
円
、
雫
・
；
 

幕
査
は
十
一
月
十
五
日
、
市
辞

会
議
の
水
、
不
潔
な
食
物
、
湿
地
帯
に
あ
る

望
す
勇
は

市
役
質
生
課
ま
で
申
し

ニ
8

円
、
佐
A
木
美
佐
雄
外
一
暑
 

.
 

‘
，
 
ー
 

小
野
税
務
課
長
、
教
育
委
員
会
、
神
社
病
状
は
発
病
す
る
と
「
干
八
度
以
上
の
 

巨
 

‘
ー
‘
 

高
ひ
ま
わり
の
会
…
二
O
O
円
、
五
所
 

「
“
 

小
曲
 
長
沢

さ

ん

が

天
位
 
教
課
長
ら

が
出
席
して
審
査
をお
こ
な
高
い熱
が田
ると
と
も
に
身
体
に発
疹
 
歳
末
助
け
合
い
 

川
原
書察
署
…吾

o円
』五
所
川原
 

（
一ニ
 

つ
た
結
果
、
つ
ぎ
の
と
お
り
入選
者
が
が
で
き
、
吐
い
た
り
、下
痢
を
し
ま
す
 
運
動
に
協

力

を
 

婦
人
会
…
三
O
O
O
円
、
飯
詰
婦
人
会
 

《
鎮

三
十
大
賃
納
穣
語
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
標語
一
般
の
部
が
八
大
点
、
劣
学
校

決
定
し
ま
し
た
o
 

一普
通
の
か
ぜ
と
誉
点
は
せ
き
が
少
く

市
福
祉
事
務
所
で
は
一
人で
も
多
く
の
・
・
『
二
）o
o
円
 

ー
 

ー
を
市
税
務
課
で
募
集
した
と
こ
ろ
、
一の
部
か
四
五
点
、
ポ
ス
タ
ー
八
点
の
応

O
標
語
一
般
の
部
 

一発
疹
が
で
る
こ
とが
特
徴
で
す
。
 

人
が
、
少
し
で
も
明
る
く
、
少
し
で
も
高
柵
サ
ッ
子
外
三
名
…
衣
餌
一包
  

」
『
 
継
税
標
師

叩
入

選
者
 
響

麟
」
勲
灘
柳
麟
編
ど
い
わ
れ
て
いま
か・

 

込
み
く
だ
寿
“

l
ー
ー
 

か
8
1

、
コ
ダマ
ジ
剖
町
五
 

納
税
標
語
入
選
者
 

小
曲
 長
沢

さ
ん
が
天
位
 

ミ
ス
農

村
に
長

谷
川
さ
ん
 

縫

麟
 
コ
ノ
テ
ス
ト
結
果
 

陸
奥
新
報社
主
催
、
農
業
祭
協
賛
の
健
康
な
霧

美
人
を
選
ぶ
、
ミ
 

m
 

ス
農
村
コ
ン
テ
ス
ト
は
八
日
五
農
校
体育
舘
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 
m
 

コ
ン
テ
ス
ト
は
津
軽
各
地
か
ら
三
十
ニ
名
の
女
性
が
参
加
、
会
島
を
 
”
 

う
め
た
ニ
万
）
芋余
名
の
大
観
衆
が
和
服
や
農
村
改
良
着
で
舞
台に
 
」
 

紹
介
さ
れ
る
出
場
者
に
声
援
を送
つ
て
い
た
。
 

」
 

審
査
は
山
内
市
長
ば
じ
め
増
田
病
院
長
、原
商
工
会
議
所会
頭
、
矢
 

」
 

野
五
農
賃
、
佐
藤
市
婦
人
連
絡
協
議
会
長
、
小
関
市
母
子
会
副
会
 

一

長
、
カ
ネ
ポ
ー
化
粧
品
本
舗
代理
店
主
秋
元
省
三氏
ら
大
名
の
審
査
 
叫

員
に
よ
つ
て
言
語
、
勘
作
、
容
貌
な
ど慎
重
に
審
査
を
お
こ
な
つ
た
 
」
 

結
果
は
ミ
ス
展
村
に
長谷
川
テ
ツ
（1
8）
…
鵬
ケ
沢
町
北
浮
田
、
準
 

ー
 

ミ
ス
唇
刊
に
は
小田
桐
清
子
さ
ん
（
1
9）
…
市
内
元
町
、佐
藤
っ
ま
 
叫
 

（加
）
…
再
米
田
、
高
柵
ふ
み
子
（
"
）
・
；
胃
金
が
モ
れ
ぞ
 

ー
 

れ
決
定
、
ミ
ス
贋
村
の栄
冠
を
慧
し

た
長
谷
川さ
ん
ほ
か
準
ミ
ス
 
・
一

三
人
に
県
知
事
賞
、
市
長
賞
、
陸
奥
新
報
社
長
賞
ほ
か
数A
の
副
賞
 
叫

が
お
く
ら
れ
た
・
 
‘

J
 

叫

な
お
ミ
ス
展
村
の
長
谷
川
テ
ツ
（1
8）
さ
ん
は
鯵
ケ
督
背
園
 

叫

身
、
五
所
川
原
農
林
高校
卒
業
、
現
在
は
雄
ケ
需
等
洋

裁
学
院
一
 
叫

年
に
在
常
．

（貫
右

よ
り
準
ミ
ス
小
田
桐
、ミ

長
谷
川
、準
 

」
 

ミ
ス
高
橋
、
同
佐
藤
の
各
嬢
）
 

山
 

/
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納
税
貯
金
で
明
る
い
字
納
 

～
養
 

f

J
 

取
 
北
海
道
、
木
年
は
器
以
南
を

と
南
北
れ
は
嘆
排

情
で
大
阪
ゆ
大
都
史

口
 

小
曲
 
長
沢和
夫
 

鷲

J
」
ふ
ぶ
」（
、ぐ

 
委
 
を
比
較
し
、多
角
的
に
見
よ
うと
い
う
が
十
五
万
人
の
集
団
住
宅
を
形
成
し
、
 

地
位
 
ノ
ー
 

ー
ー
 

い
 
尋
、
』
に
 り

‘
卿
 
か
祭
割
務

引

α
か
5
7北
三
十
七
、三
十
衛
の
一一
年
間
句
十
五
 

人
位
‘
 

担
と
し
て
の
行
政
視
察
旅
行
で
し
た
．
 の
吹
田
市
で
、
人
口
十
二
万
人
、
こ
こ
 
で
、よ
い
町
づ
く
り
と
い
う
感
じで
注
 

和
税
こそ
主
婦の
力
の
見せ
どこ
ろ
 
戸

n
 

斎
 
麟

m影
翫
ど

馴
劉
山

、
司
万
人
増
加
仁
割
翫彰
い
ふ
く
む
 

こ
の
手
で節
約
こ
の
手
で
』覇
 

建
設
委
員
会
と
し
て
は
主
に
上木
事
業
は
し
尿
処
理
を
み
る
た
め
に
お
こ
な
つ
目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
は
平
担地
な
の
 

，
。
ョ
ョ「
ョ
ョ
】
ョ
己
．．ョ
ョ
【
ョー
ョ
ョ
ー
ョ
ー
三

ョ
‘ョ
ーョ
ョ
電ーーョ
三
ョ
●
「
ョ
ョ
ー
ョ
ー
ョ
ョ

『
ョ
ー
旨
】1
1
ョ
●
一
白ョ
ョ
ョ
巨
●
●
ョ
ョ
ョ
ョ
コ
ョ
【
目
言
ョ
目

一
 

安
田
竜
二
：衣
期
一
包
 

流
行
泉
熟
の
病
状
と
予
防
 

中
果
 
大
谷
慶
一
 

そ
ろ
つ
て
納税
、
す
ま
せ
て
笑
顔
 
？
 
一
・
』
“
」
、

こ
e
吹
田
市
は
化
学
処
理

市
勢
に
輝
く
、
わ
れ
ら
の
●
絹
 
ク
ク
大

年
 
佐
藤
 
奪

ナ
 
（
薬で
焼
く
万
法
）
で
は
国
内
中
で
も
 

小
町
 
長
沢
和
夫
 

人
位
 

優
劣
だ
と
さ
れ
てお
り
ま
す
。
 

愛
市
の
蕊
、

今
年
も
完
納
 
明
か

る
い
生
活
、
み
ん
な
で
納
税
 
旧
年
度
竣
工
し
た
そ
う
で
す
か
、
契
約
 

小
曲
 
長
祭
久
男
 

ク
ーハ
年
 

佐
藤
 
泰子

で
は
一
日処
理
能
力
七
百
石
と
いう
の
 

。
標
m氷
巾
養
の

部
 
早

甥
完
納
で
明
る
い市
政
 

が
、
準
際
運
転
し
て
み
た
と
こ
ろ四
百

天
位
 
松

ノ
木
ク
五
年
 
長尾
恵
知
子
五
十
石
よ
り
鈴
出
挙

、
そ
U
p
本

平
報
の
貯
え
、
完
納
の
近
道
 

み
ん
な
で
協
力
税
金
一爾
 

年
ま
で
一
年延
期
し
て
改
良
工
雲
一

松
ノ
木
小
五
年
 
長
尾
爾
子
 
沖

飯
詰
ク
 
笠

井
 
茂

億
円
か
け
てや
つ
て
お
り
、
当
初
の
計

地
位
 
。
ポ
ス

タ
ー
の
部
 

画
と
誉
の

で
、
メ
ー
カ
1
で
五
千
万

こ
」J
Jも
で
か
レ
た
わ
が
家
の
完
納
天
位
 
中
川中
一
年
 
成
田
由美
 

円
は
責
任
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
な
つ
 

最
近
五
所
川
原
地
方
に
猛
威
を
ふ
る
い

小
学
校
が
休
校
す
るな
ど
多
く
の
橿
患

者
を
だ
し
て
い
る
果
熱
に
つい
て
、
そ

の
症
状
と
予
防
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
 
 

泉
熱
は
狸
紅
熱
と
に
て
いま
す
が
、現

在
ま
だ
そ
の
病
原
体
が
はつ
き
り
し
て

い
ま
せ
ん
．
 
 

別
に
異
型
狸
紅
熱
ま
た
は
狸
紅
熱
よ
う
 

 

、
発
疹
と
も
い
わ
れ
て
、医
学
会
で
も
目

下
研
死
中
の
病
気
で
す
。
 
 

し
か
も
い
ま
ま
で
全
国
の
発生
例
か
ら
 狸

紅
熱
と
に
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
狸
紅
熱
と
違
う
と
こ
ろ
は
二
、
三

日
ご
と
に
新
し
い
発
疹
が出
て
く
る
こ

と
で
す
。
 
 

以
上
病
状
を
あ
ら
ま
し説
明
し
ま
レ
た

が
予
防
と
し
て
は
、
う
が
い
の
励
行
と

外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
つ
け
る
こ
と
、
 
 

つ
ぎ
に
食
前
に
は
必
す
手
を
洗
う
こ
と

食
物
は
加
熱
し
て
か
ら
に
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。
 
 

ま
た
家
屋
内
の
消
毒
も
で
き
れ
ば
な
お

完
ぺ
き
で
す
。
 
 

で
都
計
は
や
り
やす
い
が
、下
水
道
を

通
す
の
に
全
力
を築
中
し
て
い
る
が
、
 

平
担
地
の
た
め
に
かえ
つ
て
こ
こ
のF
 

水
道
は
技
術
的
に
む
す
カ
し
い
と
い
つ

て
い
ま
し
た
。
下
水
道
完
成
は
四
年
町

画
で
予
算
一慮
円
、
本
年
度
は
二
年
目

で
隣
道
が
竣工
ま
も
な
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
下
水
道
が
竣1
す
る
と
し
尿
も
こ

の
下
水
道
で
処
理
し
、沈
徴
し
て
海
に

流
す
と
い
う
万
法
で
す
。
松
山
市
の
水

道
は
全
部
泉
水
（
＜
み
あ
げ
水
）
で
あ

り
、
現
ひ
の
水
の便
川
は
飲
料
水
と
工

業
川
水
は
約
半
半
で
、
三
年
後
は
工
業

用
水
は
二
倍
と
な
る
だ
ス
ろ
と
の
こ
と

で
し
た
。
大
き
い
川
が
な
い
の
で
水
に

は
か
な
り
苦
労
して
い
るよ
う
で
す
。
 

そ
れ
か
と
い
つ
て日
常
便
用
す
る
水で

あ
る
か
ら
料
金
を高
く
す
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

別
府
市
は
総
予
算
二
十
億
の
う
ち
、土

木
費
は
ニ
千万
円
、
〇
、
O
一
％と
少

い
の
に
は
お
ど
ろ
い
た
が
、
阜
く
ひ
ら

け
た
山
の
方
の
潟元
は
別
と
し
て
下
の

海
辺
の
方
は
都
市
計
画
もつ
く
り
計
画

的
に
や
つ
てき
た
と
い
うと
こ
ろ
に
い

ま
さ
ら
都
計
の
必
要
も
な
いと
い
う
と
 

つ
て
く
れ
る
の
が
あ
る
の
で
土
木
費
が
 

少
な
い
と
の
こ
とで
し
た
 
こ
こ
は
日
 

本
の
観
光
地と
し
て
も
有
名
で
あ
る
の
 で

行
政
内繁
な
観
光
に
五
O
％
以
上
の

力
を
も
つ
て
る
こ
と
と
、
財
政
面
で
は

非
常
に
恵
ま
れ
て
我
ら
の
五
所
川
原
市

と
は
対
象
的
で
あ
り
ま
した
。
 

新
潟
県
新
津
市
の
枝
肉
セ
ン
タ
！
を
1
4
 

察
し
た
の
で
す
が
、
建
物
は
あ
ま
り
よ

く
な
い
が
鉄
骨
で
内
容は
す
ぱ
ら
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
流
れ
作
業
で
時
問
的

に
A
蔀
み
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
んで
し

た
が
、
説
明
で
は
一
頭
の
豚
が
入
つた

と
す
る
と
ム
蔀
A
一
さ
れ
て
出
て
く
ろ

に
は
十
五
分
く
ら
い
で
、
そ
の
流
れ
作

業
は
す
ば
ら
し
い
の
一
言
に
つ
きる
よ

う
で
し
た
。
経
営
方
法
は
市
が
建
物
の

起
債
や
助
成
を
獲
得
し
て
五
千
万
円
で

建
設
し
、出
来
上
つ
たも
の
を
す
ぐ
経

済
連
に
わ
た
し
て
経
営
し
て
い
る
そ
う

で
す
．
処
理
能
力
は
一
日
五
百
頭
だ
そ

う
で
す
が
、実
際
に
集
つ
てく
る
豚
は

一
日
平
均
二
百
頭
位
よ
り
な
く
、
は
じ

め
の
計
囲
では
か
な
り
大
区
域
の
養豚

と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
五
百
頭
は
十
分
に

集
っ
て
く
る
と
計
画
さ
れ
て
い
た
そ
う

で
す
が
実
際
は
開
店
休
業
と
い
う
こ
と

も
あ
り
経
営
不
振
だ
と
い
つて
お
り
ま

す
。
そ
の
点
で
こ
れ
ら
を
建
設
す
る
時
 

'！●
‘
『一
【
三
三
一
《
」
一
三
」三！い
 ・
ニ
」
三
三
三
三
 
 

た
先
進
地
域
を視
て
き
た
こ
と
は
非常

に
有
意
義
で
あ
つ
た
と
思う
と
共
に
市

発
展
の
（
あ
こ
んご
一
層
任
の
取
さ
阜

捕
切
に
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
次
第
で
あ
り

ま
す
。
 

市
水
道

課
か
ら
 

お
知
ら

せ
 

水
道
料
金
は
便
用
者
の
ご協
力
に
よ
り

毎
月
目
標
近
く
収
納
に
な
つ
て
お
ま
り

す
が
、
一
部
未
納者
も
あ
る
の
で
、
当

課
で
は
こ
の方
々
の
誠意
を
期
待
し
、
 

督
促
し
て
お
り
ま
す
が
、あ
ま
り
な
が

び
く
と
市
条
例
に
よ
る
滞
納
処
分
ま
た

は
給
水
停
止
を
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の

で
期
限
内
に
必
す覇
付
さ
れ
る
よ
ー
ソに

し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
こ
れ
か
ら
寒
気
が
厳
し
く
な
つ
て

水
道
管
の
凍
結
や
破
裂
が
多
く
な
り
ま

す
の
で
防
寒
装
置
を
な
さ
れ
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

も
し
凍
結
し
た
と
き
は
水
道管
に
タ
オ

ル
を
ま
き
、
熱
湯
を
か
け
る
と
軽
い
凍

結
で
す
と
す
ぐ
で
ま
す
。
そ
れ
で
も
水

が
で
な
い
と
き
は
水
道課
に
通絡
く
だ

さ
れ
ば
係が
す
ぐ
ま
い
り
ま
す
。
 

r
三
三
三三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
！
●
血
 

を
は
じ
め
建
築
、
上
下
水
道
、
都
市
計
う
こ
と
で
し
た
。
こ
の
吹
田
市
の
土
木
 

天
位
 

画
な
ど
で
、

昨
年
は
せ
き
雪
寒
冷
地
の
予
算
の
二
十
％
で
一
確
五
千
万
円
 
こ
 

七
ツ
舘
ク
大
年
 
長
風
 
礼子
地
位
 
南
 
小
四
年
 
小
林
 罵

む
だ
を
な
く
し
て
税
金
完
納
 
人
位
 
ク
 
ク
 
森
 
淳

子

沖
飯
詰
ク
大
年
 
藤
森
 
公
男
 

（
一一
頁
市議
会
議
国
県
外
研
侮
の
報
告
か
ら
つ
づ
く
）
 

難
土
木
建
築
諸
問
題
 

建
設
常
任
委
員

長
 

斎
藤
 
昇
 

楽
し
い
正
月
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
  

ーよ
う
に
膏
◇
一
日
か
ら歳
末
助
け
合
い

運
動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 
 

な
お
八
日
現
在
の
寄
附
者
氏
名
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。
 （敵
称
略
）
  

山
彦
（
五回
分
）
…
一
三
O
O
円
、
青

森
市
谷
内
山
広
…
一
〇
O
〇
円
（
五質

経
田
）
、
浅
川
進
：
五
七
〇
円
、工
願

吉
男
…
ニ
O
〇
〇
〇
円
、
岩
見
和
則
、
 

啓
子

i
二
一
O
O
円
、
無
名
者
…
一
〇
 て

い
る
モう
で
す
。
そ
れ
に
は
混
合
槽

で
タ
ン
ク
式
改
造
が
条件
と
な
っ
て
お

り
、
鉛
化
鉄
消
石
灰
で
新
し
い
万
法
で

処
理
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
は
つ

き
り
い
つ
て化
学
処
理
の
し尿
処
即
施

設
は
ど
こ
のメ
ー
カ
ー
で
も
完
全
の
域

ま
で
亙
って
い
な
い
現状
で
、
メ
ー
カ
 

ー
が
五
千
万円
を
負
狙
する
の
も
研
究

費
と
し
て
注
ぎ
込
む
もの
で
あ
る
と
い
 

E
」
！一
」一
「【
」
一
【
」
」
【
」

」
」】
！
」
」

！
」「！
」
」
一
」
《

？
】
【
一
 

ー
‘

載

J割
聖
こ
ノ
 

言

・
 

羅
欝

難

m鷺
川
翫
耗
を
剖
事
れ
魯
響
齢
山
携
究
遣

雌
濠
滴
「
「虜
に
計
画
を
た
に
澄
湧
に
応
讐
期
叱
奮
事
と
戸
外の
査
メ
 

鷺
溜
静
難
難
誘蕪
鷲
鰯
一瀞
難
難
醸
難
舞
畔
麟灘
議
鷺
麟
 

「
頑
肩
町熱難
肩
熱
遼
』
漫
舞
」
舞
灘
灘
灘
製7g」浮
郵
憲
「
か
か
」
黙
耗
繊鍵
鷲
駁
慧
籍
競
」薙
盤
鷲
鍵
難

こ
 

市
が
や
る
よ
り
も
さ
き
に
企
業
家
が
ゃ
す
が
、
私
達
の
委
員
会
は
以
上
申
述
べ
 な
い
ま
すo
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広
 

市
 

原
 

所
 

五
 

馴

ま
わ
れ
、畑
作
物
は
全
般的
に
生育
p
 

油

阻
害
、り
ん
ご
落
果
等の
彫
響
をう
け

編

稲
作
に
お
い
て
は
収
穆
期
の
多
雨に
よ
 

、

る
租
発
芽
を
み
る
な
ど
の
悪
い
状
態
に

も
か
か
わ
ら
す
、出
品
点
数
は三
七

o
 

 

’ガ干l」フO早Iz月」フ日 

H目
ー
い
 
こ
と
しは
四
月
以
来
高

笥
甘
一
 
温
に
経
過
し
ま
し
た
が
 

（
壁
灘
難
 

懸農業祭出品受賞者 

県下七百五十一名に上ろ 
？の
よ
い
天
気に
恵
ま
れ
て
、
さ
る
十
一月
五
日
か
ら九
日
ま
で
の
五日
間
、県
立
五
所
川
原
農
林
高等
学
校
、市
 

う
 

‘i
‘
 ー
ト
 
歌

（
鶴
田
町）
二
と
う
しよ
う
、長
委
、

大
村
喜
悦
（
八
戸市
）
 

o
大
豆

i
優
ち
し

よ
う
、暴

大
臣
）
一
ち
し
よ
う
、県
知
事
し吉
「

K
（黒
石
市）
 

一番
各
地

か
農
業

関
係
者
、七
年
つ
づ
きの
豊
作」
毒
g
書

た
な
農
家
の
農
づ
れ
な
ど
十
二
万の
人
出
 
（
 
）
】
畦
ユ
 
紋
～
 

峰
啓
助
（
醤
町
）
成田
勝
美
（務
〇
花
霊
二
と

う
し
よ
う
、田
魯
ま
う
、

黒
坂
作
一
（糸
町

）
工
玉

子
の
ハ
ンベ
ソ
」
三
柵
き
く
兎
（木
 

（
、
、
ノ

」
A
甘
 
」
F
一

一
が苦
心
して
育
て
た
員
産
物
、農
村
工
業品
、
霧
食
な
ど
が
第
一
会
場
（五
震
）
に
あ
つ
め
られ
、
い
づ
れ
 
く
 

ー
ープ
ー

ー
ノ
 

町
）
．
 

勝
男
（八
戸
市
）
二
と
う
まう
、
田

う
し
よ
う
、溝
江
俄
二
（
青
森
市
）
寺
爵
）
一
言
し

吉

成
田
静子
（
板
 
／

t
、
 一
、》
‘
 
「
］之
 

一
に参
観
者
は目
を
み
は
つ
た
・東
奥
日
裡
が

紙
齢
二
万
五
千号
を
記
念
して
開
い
奮
森
県
農
糞
材
展
覧会
 

優
と
う
し吉
、

県
知
事
し
よ
う
「
藤
o
ゴ
ー
ル
デ
ン・
・
ニち
し

よ
う
、阿
魯
多

右
工
門
、
田
名
馨

変
（
八
委
治
（

八
需
）
二
と
う
しよ
う
、
静

）
三
ッ谷
生
改
グル
1
プ
（
胃

⑥
曽
雌
豚
：
毒
賞
、県
翠
賞
「
ゴ
 

ーは
な
ら
ない
関
係
団
休か
ら
の
専
資
料
、
県
内
優
良メ
ー
カ1
の
物
農

な
ど
は
葉

生
薯
か
ら
喜
こ
ぱ
れ
 
稔
」
米

田
菊
（

霜
田

市
）
一と
う
部
保
則
（
名
川
町
）
二
と
う
しよ
う
成
戸
市
）
 

堀
光
（三
沢
市
）
成田
て
つ
（七
局
三
ツ

谷
）
古田
チ
ェ
（
金
木
町
）
長
谷

6
1
イ
ワ
ポク
シ
ラ
ギ
ク
カ
ナ
ガ
ワ」
 

津
軽
響
の
優
秀
な
家畜
集

め
て
の
議
会
も
盛
況を
昆
し
て
お
畏
し

た
・
第
士
」
回全
岡
優
農
業
機
械
 
レ

よ
う
、
二
暴
太
郎

（
鯵ク
沢
町
）
田
譲

（田
舎
舘
）
岩
警
栄
（
用
郷
〇
森

…
一
ち
し

よ
う
、県
暴
し

）
石
渡
幸次
郎
（
五戸
町
）
 
川

い
モ
（
木造
町
）
二
ち
し

よ
う
、
前
田
護
（
胃
梅
田
）
ハ
査
産
、
 

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
全
国
の
農
業
響

が
せ
い
揃い
、
ま
た
湊地
区
の
田圃
で
は
トラ
ク
タ
ー
の番
も

お
こ
なわ
れ
 
千

葉
留
吉
、岩
尉
則

（
弘前
市
）
小
村
）
 
ょ

う
、
霧
三
郎

（
弘前
市
）
二
と
う
（
）
小
豆

一
・慶
と
う
し
よ
う
、県
製
し

森
け
い
子

（
木
造
町）
寺
田
ま
っ（
一
養
、
佐
藤
婆

（
移
ケ
沢町
）
佐
 

？
は
初
日
の
海
上
息
隊
音
楽
隊
の胃

行
進
を
か
き
わ
り
に
彰
な
行
事
がく
g

ろ
げ
ら
れた
・
 

川
友治
（霜
田
町
）
二
と
う
しよ
う
 

、
ノ
 
‘
・
 
（
・
ニ
 
し
吉
、
界
と
み
子
、努
塁
、

吉
、
杉
山
ち
季
（
む
つ
市）
三
寓

石
岡
）
響
き
わ（
磐
市
）
対藤
半
四
郎
（
鶴
田
町
）
工
藤
覚
一
郎
（
 
 

）
一
ニ
三
、築
五
部
（
モさ
い
）
七
九
優
とう
し
吉
、
霧
大

臣
し
吉
「
 
須
藤
兵
一
、

佐
藤
勝雄
（板
柳
町
）
鳩
 

（
 
）
田
本
 
土
夫
 

木
村
魯
三
郎
（青
森
市
）
 
う
し

よ
う
、中
村
き葱
（
甲
地村
）
二
馬
み
つ
五
（再
飯
詰
）
貧
せ
江

（
田
嘉
村
）
留
期
次
郎
（
市
内
梅
田

一
、第
大
部
愈
裟

て
ん
さ
い
）
五
霜

田
」
工腰
金
男
（
田舎
蒋
）
優
 

、
、
ノ
 

F
、
 
乙
、
 
麗
（

階
青

）
頁

書
、

（
黒
石
 
く
 
一
‘
 

‘
一
．
 

o
か
ぶ
・
・
ニ
ち
しよ
ラ
、田
名
響

ち
し

よ
う
、
井
筒
と
み
兎
（語
力
沢
市
内
一
野
坪）
川
口
し
げ
子
（
板
柳
町
（
二
簾
、斎
要
二
、
ェ
奪
一

（
 

杢
一
、第
七
部

（
落
警
）
四
〇
九

一
＆
／
にう
、
凡
〈
・
ど
、‘
？
「
一
ロ
 
〈

ノく
、
．
マ
ノ
《
 
〉オ
 
市
）
清

野
草
義
（
藤
崎
町
）
滝本
勇
〇
柿

i臣
と
う
しよ
う
、県
製
ま

左
久
（
八
幕
）
二
と
う
しよ
う
、川

町
）
小
川
喬
（
霜
田
市
）
夏
堀
勝
）
白
川
スデ
（金
木
町
）
舘
田
挙
、
男
七
ツ
舘
）
対島
正
三
（霞
一
野
 

た
熱
和
彫
郵

誹
識
に
う

誇
編

淵
技

「
濡
 
く
，

一
．
『
ー
ノ
 
馴
勲
軒
馴
格
詔

爺
町

う
、佐
条
栄
（
黒
石
市
）
一
ち
し
趨
多
袈
製
割
散

）
ー
か
翻
警
 

1
1
1
1割
ふ
み
え
、蒔
首馴

（
弘
幣
）m岸
弘
隻
叡
町

）
柵土
掌
 

【
影
糸
器
「
畦
ら
郵
』
田
」
中
村
長盗
（
黒
石市
）
一
言
讐
う
長
う
、展
林
大
臣
し
よ
う
「
雷
曳
静

m）
長利
金
七
和
雪ょ
う
、震
又
一郎
（
黒幕
）
東
腰
誹
雪
い
郵
お
い
戸
た
木
か
影
男
ぢ
し
よ
う
、賢
事
し
如本
なm
G馴
」
醤
李
（
市
「
劃
町
か
か
警
森

平
吉
、
 

点
で
受
し
ょ
っ
褒
は

優
ち
し

吉
し

よ
う
、
中
認
治
（
黒
雨
市
）
工
腰
腰
稔
」
原
子
護

（青
森
市
）
優
とう

町
）
渋谷
イ
チ
子
（
欝
町
）
戸
武
原
菖
（

」
戸
町
）
 

異
、

佐
六
委
次
郎
（
名
川
町）
 
よ
う
、
番
あ

さ
（
甲
地
町〉
二
と
う
界
山
）
喪

リ
カ
（車
力
村
）
木
村工
藤
兼
盗
（
黒
石
市
」里
武
七
（
 

二
三
、
一
ち
し
よ
っ
大
八
、
二
と
う
貞
三
、
工
繋
雪

（
田舎
舘
村
）
前田
し
よ
う
、県
知
事
し
よ
A一
「藤
稔
」
米
推
（
浪
岡町
）
導

才
八
（
車
召
）
 

ー
 

ー
 
異
芋

：
一
と
う
し
宮
、三
浦
隆
旬
し
吉
、

佐
藤
勇
（鶴
田
町）
成
田
率
百台
（
岩
木村
）
 

雄
ケ
沢
町
）
」
曹
光（
市
胃
匹

￥

2
き
、

「
ど
う
し
吉
二
四
利

道
（
岩
木
町）
二
と
う
し吉
、

岩

田
長
治
（＋
霜
田
市
）
一
ち
し

ょ
う
  
、
ノ
 

ノ
・
・
 
（
 
ン
つ
い
、文
d
 
P
 

（田
舎
舘村
）二
と
う
し吉
、

戸

子
（
揚
町
）
 

、
ノ

k

・
』
《
」」
」《
勿
》
 
△
経産
、
一
等
しよ
う
磐
武
一
（
市
 

旧
、
蒙
気
う
翫

郵
翫

山
オ
助
、
岩
山功
、岩
山措
（
弘前
米
田誉
え
米
田
政
利
、
佐

A木
喜
（
）
り

ん
ご
 
く
．

弓
ご
く

し
 

気
「
馴
舘
村）
佐々
木
冨
次
郎
ん
〇
と
引引
こ
し二
ち
し
よ
う
、

C
材
違
形

魁
万
舘
）
？丑
蔵
（
舶
石
市
）
一
馴
 

点
で
、
受
し
よ
っ
者
は
つぎ
の
とお
り
ノ
ー
‘
言
一
、I
7
l
1
ll
」
二
 
代
美（
十和
田
市）
二
と
うま

う
赤
 
ー
 

〇
か
ん
ら
ん
・
・
慶
ち
し
よ
う
、嫌

希
町

）
 
古
塁
次

郎
雫

田
村
）
長
接
美
（

一
と
う
ま
う
「
ひ
らた
け
」
中
繋
し

吉
福
ま

四
郎
（
晋
梅
田
）
加
 

象
影

・
、へ
郵
誤
勢
智
ト
ほ
浮

、
懸
遇
溜
浮

査
康
、渋
谷
良満
（
鶴田町
）
小野
〇
国
光・盛
とう
しよ
う
、県
知事
し
か
臣
し支
禾
郵
英
（骨
市
）
(
g劉謝
一
ち
し吉
、
森
清
和
副
轟

器
町
「嘉
『
膏

敵

（
大
鰐
町
）
三
加
剖

、
町
葉
太
郎
（
黒
石
市
）
原
藤
幸
（田
 

W町
1『
ー
ー

i
ー
 

前
胃
次
郎
、驚
武
罵
、
留
か
圧
三
郎（
尾
占）
米田
い
如、
佐
加
吉
、
会
津
与一
（静

）
「ち
割

し
よ
う
、
気木松
富
「
瓦

飼

象
市
）
ニ
ち
しよ
う
、
春
薪
町
（
町馴
記
覇
響
剖

馴
逸
釘
馴

町
）
暮
さ
だ
（
和馴
瞥
審
寿
需
冨

里
）
 

神
万
之
助
（黒
石
市
）
久保
田
美
喜
男
志
、
佐
A
不
松
雄
（十
和
田市
）
山
口
 

（
市内
梅
田
）
 

慶
三
（
黒
石市
）
 

O
紅
玉

：
優
と
う
しよ
う
、
履
林
大
臣
戸
市
）
 

内
高
瀬
）
〇
と
うが
ら
し…
二
と
う
し
 

と
う
し
吉
、

斎
藤
夏
、
工
藤
義
一
 

露
論
譲
熊
競
」
報
」
鷲
（
籍m「
耕
熱
導
講
響
一
警
絢
副
窮

品
一蟻
」
一
騒
籍
 

識
蕪
灘
雄
轟麟
譜
費
難
議
翼
難
範絡
簾
瞬戴
無
嚇舞
一難
難
灘
 

。
印
度
三
一
言
￥

う
、
諏
訪
繁
一
し
よ
う
、北
向
一
郎
（
下田
村
）二
と
か
町
釦

、
割
彰

奮
異
シ
相
 
、
ノ

‘
《
・
‘
」ー
・
 

【
 
和
田市
）
一
等
賞
、葛
票
工
門

（
尾
内
梅
田
）
笛
武
次
郎
（
岩
木
町
）嶋
 

〇
デ
リ系
…
優
と
う
し
よ
う
、
履
林
大
胃
森
市
）
 

一
一
（青
森
市
）
二
等
賞
、小
野
寺
勝
之
ケ
沢
町
）
木
村
賢
十
郎
（
市
佐
高

謬
】
 

臣
×
う
「
スタ
ー
キ
ン
グ
」
斎藤
卯
〇
セ
ロ
リ…
一
と
う
し
吉
、
上
田
稲
 

（
、
ー
 佳

・

n
サ
～
 
優
と
う
し
よ
う
、嫌

杏
し

ょ
う
一
進
、
工
藤
勇
（
金
木
町
）
笹
恋
ロ
、

弘
前
開
米
佐
太
郎
（
市
内
鶴
ケ
岡
）
二
等
し

一
（
麟
崎町
〕
一
と
う
しよ
う
、番
作
（
八
戸
市
）
二
と
う
しよ
う
、‘
占m
 
／
・
、
 
カ
才
 
J
晃
 
ピ

ー
マ
ンラ
イ
ス
」
双
葉会
（板
柳
町
隣
け
工
業
異
協
阻
、つ
が
る
雲「
店
（
よ
う
、
柴
田
武次
郎
、三
撮
一

（
岩
 

一
準
の
向上
を
嘗
、

本
県
農
業
震
に
 
薯
呉

き
な
鷲
が
あ
つ
ち
 

一
藤
伊
豆
（
車
力
村
需
）

…
苗
圃と
酪
十
七
日
、
」
面
目
一
月
十
日
松
島
古
読
回
昌
戸
夫
日
翌

西
北
中
嵩

院
望
敵
床
）
暮
匹
市
才
則「
昨
長
旺」
霞
オ
旺
」乍
宅
，
 
一
准
衝
“
」週
西
 

一毎
与
する
こ
と
を望
み
ま
すo
 

ま
た
番
り
日
本
一の
秋
田
県
」
丙
町
一展
を
主
と
した
農
業
経
営」
つ
い
て
、
 
繋

地
区
二
回
目
十一
肩
十八
日
、
三
小
骨

で
お
こ
ない
ま
す
。時
間
は
各
森
フ
ミ
（市
内
原
子
）曹
難
工
門
（
か
つ
え
、斎
藤
兼
悦
（
館
ケ沢
町
）
山
 

会
 執

騒
購
灘
縄
ー
三

0
己
弓
汁
撲
維
山
」
難
舞
寿
鷲

ー
月
1
5
日
成
人
式
」

）
麟
繊」鴛
響
一
 

課
者
側

i佐
女
木
弘大
助
教
授
、
高
 
ニ
、
 
三
回

日
程
 
一

月
十
二日
栄
斎
、
七
和
地
区
、二
一
 

ー
 

‘
ー
．
ー
 
I
 
j
 

コ
 

猫
荘
務
謎
誌
萎
”
慧
 
」
 

輪
譲
畠
席
者
は
子
のと
ワ
ク
チ
ン接
種
“
軽

醜
「
醸
一磐

F
手

5
I
灯

、
尤
 
戸
十
清
准
「沼
、揚
に
十
一
 

‘
か・
コ
 
●
‘
乞
二
せ
‘1
 

営
 
農
高

で
東
奥
日
 作

り
日本
一
。
 

の
予
防
慧
を
つ
ぎ
の
日
鳳
で
お
こな
」
い
げ

に
い
一
昨‘
昨
」
「
」一
”
い
一
 
2

の
が
曹

で
あ
り
ま
す
・当
市
で
も
公民
舘
が
主催
し
一
成
人e
m
」
の
行
事
を
一月
十
五
日
、
五
所
 
一
 

9
て
β
事
主
甲
老
一
‘
O
E魂
て
才
こt
 七
日
中
川
診
療所
、
梅
沢
地
区
二回
目
．
 
一
．‘
0
ノ
粛
，
「
司乙
ーてc一
，
 き
「i
一
、
弓
I
言
ズ
「，
l
．旨
ノ
c
l
"
1
「
，
，一J
  ニ
H
 巨
4
 
《
 

農
家
側・
・
山
谷
藤
三
郎
（
森
田
村
笹
木

い
ま
す
。
 

一
二
い
コ
い
』n
、
』
『
郵
発
「
ョ
『
、
】
 

川
原
農
林
高校
体
育
舘に
お
い
てお
こ
な
われ
る
こ
とに
な
り
ま
した
。
こ
と
し成
人
にな
る
人
は昭
和
十
 
一
 

l
,，
‘

そ
耳
三
，
/‘
一
上才1
フ
と
Eて
．
 

十
一
一月
一
干
五日
、
三
回
目
一
月
十
八
一
 

J
！
月
才
ー市
．t
，
八
“
‘
ー
を
才

Z
プ
ゴ
l
J
l
メ
“

z
ー
「
」
「I
 ー
『
ー上
ノ
J
り
』
ロ
一
ー

日
，
一
 
』
 

）
ー
共同
響
の
過
程
と
モ
の間
鷹
五

所
川
原
、
小
曲
地
区
二
回
目
十二
月

日
、
勲

支
所
』三
好
劃

、
一
冒
《
 
七
年

生
れ
ゆ
令
市
内
に
は
約八
五
〇名
加
り
ま
す「
中
央食
舘

で
は
警
者
に
貸
登
録
簿
に
は
り
一
 
一

三
浦
正
男
（常
盤
村
榊
木
）
：
水田
深
十
一
日
、
三
回
目
一月
八
日
翌
西
北

十
二
雪
妻

日
、
一」
彫

一
「
八
一
 
月
一
日
●
賀
状
で
で
青
甲
し
●
げ
ます
。
も
し
】雪
者
で
累
内状
の
と
ど
かな
渓
滞
決
公

民
叫
ぼ
 
《
 

耕
e
K型
ト
ラ
ク
タ
ー
共
同
利
用
、
小

中
央
病
院
小暴
、

長
柵
地
区
二
冒

日
、

一
冨

琴
・
 
」
 
た
は
各
費
の

公
民
舘
ま
で
ご運
絡
く
だ
さい
。
成
会
当
日
は
青
森
県
数
育庁
課
巽

市
田
正費
の
 

《
 

山
内
初
三
（
弘
前
市
新
和）
…
り
んご
 十
一
月
十
四日
、
三
回
目
一
月
九
日
長
A一
 区
都
合
に
より
実
施で
き
なか
つ
《
 
記
念
講
演
お
よ
び
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ンが
午定
さ
れ
て
お
り
ます
。
 

】
 

稲
作
複合
に
中
小家
畜
多
阻
飼胃
、
工
橋
診
療
所
、
松
島
地区
二
回
目
十
二
月
だ

A
‘
二
回
旦
十
二
月
二
十
大
日
コ
」
馴
I
ョ
ー
・三
I
・
ョ
“
・
‘
・
・
‘
…
 
・
・
‘・
『
」
r
・
・‘
I
I
I一
 

I
i・
ーi
i
l
Ii
ー
ー
ー
 

準

た
出
品物
ぱ
第
一
部
（
水
陸
稲）
九
四「
、
第
大
部
（雑
殻
及
て
ん
さ
い
）
五
一
 
田
」
工藤
金
男
（
田舎
舘
村
）
優
 

(z
  ー
一
ー
ー
．

.
lJ『Jー
，
‘、
‘
」
 

ー
ー
 

ー
，
 
‘
 

ー
 

部
三
第

二
部
（り
ん
ご
）
四
八四
、
第
一
大二
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研
究
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あ
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第
三
回
胃
森
県
農
業
祭は
秋
晴
れの
よ
い
天
気に
恵
ま
れ
て
、
さ
る
十
一月
五
日
か
ら九
日
ま
で
の
五日
間
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立
五
所
川
原
農
林
高等
学
校
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立
五
所
川
原
中
学
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両
会
場
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内
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ら農
業
関
係
者
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つ
づ
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豊
作
に
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も
あ
ら
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な
農
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業
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産
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．東
奥
日
報
社
が
紙
齢
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薯
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岡
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催
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